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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第２四半期
累計期間

第65期
第２四半期
累計期間

第64期
第２四半期
会計期間

第65期
第２四半期
会計期間

第64期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 7,308,5086,631,0663,944,0393,682,21912,870,656

経常利益（千円） 319,177 188,977 224,409 202,211 187,399

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（Δ）（千円）
△718,966 128,327△681,115 125,096△837,939

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 1,000,0001,000,0001,000,000

発行済株式総数（千株） － － 7,275 7,275 7,275

純資産額（千円） － － 1,782,1341,763,5721,664,991

総資産額（千円） － － 8,396,1357,803,8677,605,358

１株当たり純資産額（円） － － 284.71 281.78 266.03

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（Δ）（円）

△114.86 20.50 △108.81 19.99 △133.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 4.00

自己資本比率（％） － － 21.2 22.6 21.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
375,447 △5,529 － － 664,978

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△37,990 △70,243 － － △94,715

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△75,622 57,953 － － △463,449

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 714,306 541,465 559,285

従業員数（人） － － 261 263 261

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．持分法を適用した場合の投資損益につきましては、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

 提出会社の状況 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 263    (48)

　（注）　従業員数は就業人員(常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人

員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 
前年同四半期比（％）　

 

みやげ製造事業（千円） 190,590        ―

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間取引については相殺消去しておりません。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第２四半期会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 
前年同四半期比（％）　

 

みやげ卸売事業（千円） 1,716,992     ―

みやげ小売事業（千円） 265,198     ―

みやげ製造事業（千円） ―     ―

温浴施設事業（千円） ―     ―

アウトドア用品事業（千円） 106,405     ―

報告セグメント計（千円） 2,088,597     ―

その他（千円）　　 95,968 ―　

合計（千円）　 2,184,565 ―　

　（注）１．セグメント間取引については相殺消去しておりません。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）受注状況

 当社のみやげ製造事業においては、販売計画に基づいた見込み生産を行っているため、該当事項はありません。　

(4）販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 
前年同四半期比（％）　

 

みやげ卸売事業（千円） 2,228,065     ―

みやげ小売事業（千円） 506,466     ―

みやげ製造事業（千円） 190,590     ―

温浴施設事業（千円） 432,816     ―

アウトドア用品事業（千円） 243,821     ―

報告セグメント計(千円） 3,601,760     ―

その他（千円） 174,156     ―

合計（千円） 3,775,917     ―

　     (注)  １．金額は販売価格によっており、セグメント間取引については相殺消去しておりません。　

　　　　　　 ２．上記の金額には、消費税は含まれておりません。　
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２【事業等のリスク】

　　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況　

当第２四半期会計期間のレジャー業界は、景気の持ち直し傾向にあるほか、円高傾向による割安感から海外旅行

における出国者数には回復傾向がみられたものの、当社市場の主体であります国内旅行におきましては、梅雨明け

以降の記録的な猛暑による観光客の出控えや、旅行者ニーズの変化による団体旅行客の減少に歯止めがかからず、

依然として低調に推移いたしました。

このような状況のなか、当社は、みやげ品部門におきましては、消費者の皆様に支持される地域の特色を生かした

商品開発に取り組んでまいりましたが、昨年同期間に比較しますと９月のシルバーウィークの休日数の減少による

観光客の減少がありました。また、温浴施設部門におきましては、各施設のリピーター客の増加を図るため、接客・

サービスのレベルアップや飲食・リラクゼーション等の質の向上に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期会計期間の売上高は3,682百万円（前年同四半期比6.6％減）となりました。利益面に関

しましては営業利益は216百万円（前年同四半期比10.5％減）、経常利益は202百万円（前年同四半期比9.9％減）

を計上することとなりました。四半期純利益は貸倒引当金戻入益等の特別利益16百万円の計上があり125百万円(前

年同四半期は四半期純損失681百万円）となりました。

セグメント別業績は次のとおりであります。　　

①みやげ卸売事業　

みやげ卸売事業は、地域の特色を生かした商品の開発を行い、公共交通機関の販売部門市場を中心に、新製品の販

売に努めてまいりました。また、有力販売先への当社主力商品の専用什器も設置を行う等積極的な営業展開を図っ

てまいりました。その結果、売上高は2,228百万円となり、営業利益は126百万円となりました。

②みやげ小売事業

　みやげ小売事業は、旗艦店舗であります軽井沢、善光寺、八ヶ岳の各「旬粋店」を中心に各観光地のロケーション

にあった販売商品構成に努めてまいりました。時に長野県内直営店舗におきましては、当社主力商品の「白樺の

詩」の商品展開に努めてました。その結果、売上高は506百万円となり、営業利益は68百万円となりました。

③みやげ製造事業　

　みやげ製造事業は、各観光地向けその地域の特色を生かした、原材料やデザイン、パッケージ等を用いて消費者の

皆様に支持されるような、みやげ品を製造しております。その結果売上高は190百万円となり、営業利益は42百万円

となりました。　

④温浴施設事業　

　温浴施設事業は、各施設毎のリピーター客の増加を図るため、接客サービスのレベルアップや飲食・リラクゼー

ション等の質の向上に努めてまいりました。その結果売上高は432百万円となり、営業利益は16百万円となりまし

た。　

⑤アウトドア用品事業　

　アウトドア用品事業は、ユーザー参加型イベントの企画・開催によるお客様ニーズの発掘と購買意欲の喚起に努

めてまいりました。その結果、売上高は243百万円となり、営業利益は20百万円となりました。

⑥その他

　その他は、不動産賃貸事業等が含まれています。売上高は174百万円となり、営業利益は11百万円となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、541百万円（前年同

四半期末比 172百万円減）となり、第１四半期会計期間末に比べ116百万円減少いたしました。

　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は120百万円（前年同四半期比 162百万円減）となりました。これは主にたな卸資

産の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は15百万円（前年同四半期比 9百万円増）となりました。これは主に有形固定資産

の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は221百万円（前年同四半期比 52百万円増）となりました。これは主に借入金の純

額の減少によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

（4）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

事業所名 所在地
セグメン
トの名称

設備の内容
投資予定金額

資金調達　
方法

着手及び完了予定
年月

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

本社
長野県

長野市
全社

新基幹　シ

ステム
132 7

自己資金及

び借入金

平成22年

7月

平成23年

3月

（注）　上記金額には、消費税等は含んでおりません。

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,275,000 7,275,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株

計 7,275,000 7,275,000 － －

（注）大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場ととも

　　　　　　　　　　に、新たに新設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪

証券取引所　　　ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 
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（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日　

～　

平成22年９月30日　

　－ 7,275,000－　 1,000,000　　　－ 720,835

（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　久保田　恵一 　長野県長野市 507 6.96

　久保田　知幸 　長野県長野市 424 5.82

　宮尾　　勝 　長野県長野市 322 4.43

　株式会社八十二銀行 　長野県長野市中御所岡田178－8 311 4.27

　長野信用金庫 　長野県長野市居町133－1 240 3.29

　湯本　良和 　長野県中野市 183 2.51

　タカチホ従業員持株会 　長野県長野市大豆島5888番地 118 1.62

　高山　幸博 　長野県長野市 107 1.47

　所　　允暉 　長野県長野市 106 1.45

　所　　正純 　長野県長野市 100 1.37

　八十二キャピタル株式会社 　長野県長野市南石堂町1282-11 100 1.37

計 － 2,518 34.62

　（注）１．所有株式数の千株未満は切り捨てております。

２．「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」は単元未満株式数を含めた割合であります。

３．当社は自己株式1,016,329株を保有しており、上記大株主から除外しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　1,016,000　　 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　6,234,000　　 6,234 －

単元未満株式 　普通株式　　25,000 － －

発行済株式総数 7,275,000 － －

総株主の議決権 － 6,234 －

　（注）　上記「完全議決株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式５千株（議決権の数５個）が含まれて

おります。　

 

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社タカチホ
　長野県長野市大豆島

　5888番地
1,016,000       － 1,016,000 13.97

計 － 1,016,000       － 1,016,000 13.97
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 134 134 120 120 126 128

最低（円） 124 115 116 110 116 111

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

　　　なお、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場ととも

に、新たに新設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所Ｊ

ＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、公認会計士桜友共同事務所の公認会計士

鈴木智喜氏及び公認会計士松渕敏朗氏による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。　

資産基準　　　　   2.1 ％　

売上高基準　　　   0.2 ％

利益基準　　　　   1.0 ％

利益剰余金基準　   1.3 ％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 775,221 799,041

受取手形及び売掛金 1,242,509 986,128

商品及び製品 742,218 652,797

原材料及び貯蔵品 74,597 72,994

その他 102,525 106,689

貸倒引当金 △7,834 △6,233

流動資産合計 2,929,238 2,611,418

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 1,667,331

※1
 1,753,251

土地 1,009,894 1,009,894

その他（純額） ※1
 280,600

※1
 267,258

有形固定資産合計 2,957,825 3,030,404

無形固定資産 65,467 66,001

投資その他の資産

敷金及び保証金 984,683 1,021,194

その他 927,662 965,287

貸倒引当金 △61,010 △88,947

投資その他の資産合計 1,851,335 1,897,534

固定資産合計 4,874,628 4,993,940

資産合計 7,803,867 7,605,358

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 720,562 602,270

短期借入金 2,170,930 2,405,350

未払法人税等 73,661 86,915

賞与引当金 60,258 57,065

返品調整引当金 6,262 6,942

ポイント引当金 7,550 13,915

その他 358,257 501,088

流動負債合計 3,397,481 3,673,546

固定負債

社債 400,000 400,000

長期借入金 1,711,092 1,299,740

役員退職慰労引当金 51,704 55,629

資産除去債務 304,577 307,214

その他 175,439 204,235

固定負債合計 2,642,813 2,266,819
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債合計 6,040,294 5,940,366

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 720,835 720,835

利益剰余金 249,161 145,869

自己株式 △199,767 △199,767

株主資本合計 1,770,228 1,666,936

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,655 △1,944

評価・換算差額等合計 △6,655 △1,944

純資産合計 1,763,572 1,664,991

負債純資産合計 7,803,867 7,605,358
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 7,308,508 6,631,066

売上原価 5,526,408 5,017,537

売上総利益 1,782,099 1,613,528

販売費及び一般管理費 ※
 1,430,765

※
 1,408,999

営業利益 351,334 204,529

営業外収益

受取利息 3,982 3,901

受取配当金 179 5,436

受取事務手数料 4,474 8,085

業務受託料 － 6,019

その他 8,316 6,470

営業外収益合計 16,952 29,912

営業外費用

支払利息 48,008 44,249

その他 1,100 1,214

営業外費用合計 49,109 45,463

経常利益 319,177 188,977

特別利益

受取弁済金 2,604 －

貸倒引当金戻入額 － 24,364

店舗売却益 － 10,515

その他 200 3,392

特別利益合計 2,804 38,272

特別損失

固定資産除却損 12 －

減損損失 1,261,786 8,860

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 136,939 －

不正流用損失 2,117 －

特別損失合計 1,400,856 8,860

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △1,078,874 218,389

法人税、住民税及び事業税 166,305 68,201

法人税等調整額 △526,214 21,860

法人税等合計 △359,908 90,061

四半期純利益又は四半期純損失（△） △718,966 128,327
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,944,039 3,682,219

売上原価 2,977,687 2,753,030

売上総利益 966,351 929,188

販売費及び一般管理費 ※
 725,019

※
 713,183

営業利益 241,332 216,004

営業外収益

受取利息 2,001 1,951

受取事務手数料 4,474 3,655

その他 1,423 3,472

営業外収益合計 7,899 9,080

営業外費用

支払利息 24,341 22,337

その他 480 535

営業外費用合計 24,821 22,873

経常利益 224,409 202,211

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 6,275

店舗売却益 － 10,515

その他 200 △687

特別利益合計 200 16,103

特別損失

固定資産除却損 12 －

減損損失 1,261,786 －

特別損失合計 1,261,799 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △1,037,189 218,315

法人税、住民税及び事業税 96,862 63,439

法人税等調整額 △452,936 29,779

法人税等合計 △356,074 93,219

四半期純利益又は四半期純損失（△） △681,115 125,096
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△1,078,874 218,389

減価償却費 166,383 119,297

有形固定資産除却損 12 －

減損損失 1,261,786 8,860

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,636 △26,336

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,172 3,193

返品調整引当金の増減額（△は減少） 353 △680

ポイント引当金の増減額（△は減少） 241 △6,364

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,325 △3,925

受取利息及び受取配当金 △4,161 △9,337

支払利息 48,008 44,249

売上債権の増減額（△は増加） △364,432 △256,380

たな卸資産の増減額（△は増加） 33,854 △91,023

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 61,390 3,231

仕入債務の増減額（△は減少） 201,365 118,291

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,263 △3,916

前受金の増減額（△は減少） △6,659 △633

その他の資産の増減額（△は増加） 10,239 52,109

その他の負債の増減額（△は減少） 116,203 △58,642

小計 447,836 110,380

利息及び配当金の受取額 883 5,838

利息の支払額 △47,895 △44,098

弁済金の受取額 25,830 1,200

法人税等の支払額 △51,207 △78,850

営業活動によるキャッシュ・フロー 375,447 △5,529

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △185,000 △172,000

定期預金の払戻による収入 198,000 178,000

有形固定資産の取得による支出 △48,300 △73,970

無形固定資産の取得による支出 － △802

差入保証金の差入による支出 △23,457 △24,355

その他 20,767 22,884

投資活動によるキャッシュ・フロー △37,990 △70,243

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 500,000 450,000

短期借入金の返済による支出 △800,000 △550,000

割賦債務の返済による支出 △53,308 △53,825

長期借入れによる収入 903,620 753,620

長期借入金の返済による支出 △551,162 △476,688

社債の償還による支出 △50,000 △40,000

配当金の支払額 △24,772 △25,153

財務活動によるキャッシュ・フロー △75,622 57,953

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 261,834 △17,820

現金及び現金同等物の期首残高 452,472 559,285

現金及び現金同等物の四半期末残高 714,306 541,465
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積額を算定してお

ります。

２．棚卸資産の評価方法　 　棚卸資産の簿価切下げは、収益性が低下していることが明らかな棚卸資産に

ついてのみ正味売却額を見積り、簿価の切下げを行っております。

　営業循環過程から外れた滞留又は処分見込等の棚卸資産で、前事業年度末に

おいて帳簿価額を処分見込価額まで切下げているものについては、前事業年

度末から著しい状況の変化がないと認められるため、前事業年度末における

貸借対照表価額を引き続き計上しております。　

【追加情報】

　　当第２四半期会計期間（平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　　（資本準備金の減少）

　　当社は、平成22年９月３日開催の取締役会において、平成22年11月19日開催予定の臨時株主総会で、下記の通り

　　「資本準備金」を「その他資本剰余金」に振替えることを付議することを決議いたしました。

　　１．資本準備金の額の減少の目的

　　　分配可能額の充実を目的として、会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を減少するものであ　　 　

　　ります。

　　２．資本準備金の額の減少の要領

　　 (1) 当社の資本準備金の全額にあたる720,835,000円を減少する。

　　 (2) 減少する資本準備金720,835,000円全額を「その他資本剰余金」に振替える。

　　３．資本準備金の額の減少の日程（予定）

　　 (1) 取締役会決議日　　　　　平成22年９月３日（金曜日）　　

　　 (2) 債権者異議申述公告 　　 平成22年10月15日（金曜日）

　　 (3) 債権者異議申述最終期日　平成22年11月18日（木曜日） 

　　 (4) 株主総会決議日　　　　　平成22年11月19日（金曜日）

　　 (5) 効力発生日　　　　　　　平成22年11月19日（金曜日）

EDINET提出書類

株式会社タカチホ(E02787)

四半期報告書

17/27



　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、3,472,667千円で

あります。　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、3,382,524千円で

あります。　

２  偶発債務

三菱ＵＦＪリース株式会社を被保証者として、平成

33年12月末までの事業用土地の賃借人としての賃料

(現行月額1,942千円)の支払等一切の債務について、

当該土地の賃貸人に対して連帯保証を行っておりま

す。

２  偶発債務

三菱ＵＦＪリース株式会社を被保証者として、平成

33年12月末までの事業用土地の賃借人としての賃料

(現行月額1,942千円)の支払等一切の債務について、

当該土地の賃貸人に対して連帯保証を行っておりま

す。

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 3,153千円

ポイント引当金繰入額 5,918千円

給与賞与 435,548千円

賞与引当金繰入額 48,471千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,325千円

給与賞与 426,973千円

賞与引当金繰入額 56,234千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,575千円

販売手数料　 284,772千円　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 1,950千円

ポイント引当金繰入額 2,781千円

給与賞与 225,972千円

賞与引当金繰入額 11,578千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,225千円

給与賞与 213,273千円

賞与引当金繰入額 19,170千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,350千円

販売手数料　 161,738千円　
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 953,940

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △239,634

現金及び現金同等物 714,306

　

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 775,221

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △233,755

現金及び現金同等物 541,465

　

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　7,275,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　1,016,329株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 25,034 4.0平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金
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（有価証券関係）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比べて著しい変動がありません。　

（デリバティブ取引関係）

　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

（持分法損益等）

　　前第２四半期累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　該当事項はありません。

　　当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　　当第２四半期会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

該当事項はありません。　

（企業結合等関係）

　　当第２四半期会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第２四半期会計期間（平成22

年７月１日　至平成22年９月30日）　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

　当社は、商品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており、「みやげ卸売事業」、　「み

やげ小売事業」、「みやげ製造事業」、「温浴施設事業」、「アウトドア用品事業」の５つを報告セグメント

としております。　

　「みやげ卸売事業」は、ホテル等宿泊施設の他、ＪＲ駅・高速ＳＡのみやげ販売店等に卸売を行っており、

「みやげ小売事業」は、観光地等の当社の直営店にてみやげ品の販売を行っており、「みやげ製造事業」は、

みやげ用食品の製造を行っております。　

　「温浴施設事業」は、長野県他３県下の６施設でスーパー銭湯の施設を運営しており、「アウトドア用品事

業」は、長野県下４ケ所の直営店にてアウトドア用品の販売を行っております。　

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

報告セグメント　

その他

(注)１　
合計　

調整額

(注)２　

四半期

損益計算書

計上額

(注)３　

みやげ　

卸売事業　

みやげ　

小売事業

　

みやげ　

製造事業　

温浴施設

　

事業　

アウトドア

　　　

用品事業　

計

売上高

外部顧客への売上

高　

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

3,954,311　

　

　

－　

831,506

　

　

－　　

176,267　

　

　

153,044　

838,363

　

　

－　　

476,553　

　

　

－　

6,277,003

　

　

153,044　　

354,062

　

　

9,600　

6,631,066

　

　

162,644　　

－

　

　

△162,644

　　

6,631,066

　

　

－　　

計　 3,954,311　 831,506　 329,311　 838,363　 476,553　
6,430,047

　
363,662　

6,793,710

　

△162,644

　
6,631,066　

セグメント利益 175,731　 75,518　 40,5504,844　 46,527　 343,172　 24,544　 367,717　 △163,188204,529　

　

当第２四半期会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

（単位：千円）　

　

　

報告セグメント　

その他

(注)１　
合計　

調整額

(注)２　

四半期

損益計算書

計上額

(注)３　

みやげ　

卸売事業　

みやげ　

小売事業

　

みやげ　

製造事業

　

温浴施設

　

事業　

アウトドア

　　　

用品事業　

計

売上高

外部顧客への売上

高　

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

2,228,065　

　

　

－　

506,466

　

　

－　　

101,692　

　

　

88,897　

432,816

　

　

－　　

243,821　

　

　

－　

3,512,862

　

　

88,897　　

169,356

　

　

4,800　

3,682,219

　

　

93,697　　

－

　

　

△93,697　

　

3,682,219

　

　

－　　

計　 2,228,065　 506,466　 190,590　 432,816　 243,821　
3,601,760

　
174,156　

3,775,917

　
△93,697　 3,682,219　

セグメント利益 126,897　 68,397　 42,55916,553　 20,195　 274,603　 11,122　 285,726　 △69,721216,004　

(注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含ん

でおります。　　　　

　　 ２　セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等の全費用であります。

　 　３  セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．報告セグメントの変更等に関する情報

　当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　　当社は、従来、「みやげ卸売事業」、「みやげ小売事業」、「温浴施設事業」、「アウトドア用品事業」の４つ

を報告セグメントとしておりましたが、当第２四半期会計期間より、「みやげ卸売事業」、「みやげ小売事

業」、「みやげ製造事業」、「温浴施設事業」、「アウトドア用品事業」の５つの報告セグメントに変更して

おります。

　　この変更は、「みやげ製造事業」セグメントの利益が、セグメントの利益の合計額に対する重要性が増した

ため、当第２四半期会計期間より区分掲記しております。　

　　

（追加情報）　

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 281円78銭 １株当たり純資産額 266円03銭

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 114.86円 １株当たり四半期純利益金額 20.50円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △718,966 128,327

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△718,966 128,327

期中平均株式数（千株） 6,259 6,258

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 108.81円 １株当たり四半期純利益額 19.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △681,115 125,096

普通株主に帰属しない金額（千円） －　　　　　　　　　　　  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△681,115 125,096

期中平均株式数（千株） 6,259 6,258
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた処理を行っておりますが、当第２四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比

べて著しい変動がありません。　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

株式会社タカチホ

取締役会　御中

公認会計士　桜友共同事務所　

 公認会計士 鈴木智喜　　印

 公認会計士 松渕敏朗　　印　　

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカチホの平成

21年４月１日から平成22年３月31日までの第64期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30

日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務

諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカチホの平成21年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。　　

追記情報

　「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は当第1四半期会計期間

より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」を早期適用している。

　会社と私たち又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　

　

以　上

　（注）１上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月11日

株式会社タカチホ

取締役会　御中

公認会計士　桜友共同事務所　

 公認会計士 鈴木智喜　　印

 公認会計士 松渕敏朗　　印　　

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカチホの平成

22年４月１日から平成23年３月31日までの第65期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30

日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務

諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカチホの平成22年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　

　

以　上

　（注）１上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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